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eg つ コ 株 式 会 社 ss 


遇 造 元 ( 付 ) 大 平 金属 工業 株 式 会 社 
画 お 問い 合わ せ 先 、 申 込 先 ノ 


安全 の た め に 、 必 ず お 守り くだ さい 。 


@ 油 立 完 了 後 は 、 必 ず ポ ルト や ビス 
の 縛 ま ら を 邦 認 し て くだ さい 。 
ポル ト や ビス が ゆる ん で いる と 
王 大 な 一 八 を 引 さ 息 こ す 原 四 に 


@ 切 新 し た バイ ブ の 切り 口 は 、 バ パリ 
が 出 て 手 ・ 指 な ど を 偽 つ ける 悪 れ 
が お り ます 。 バ イプ ブ 切断 口 は 必ず 
面取り 器 や ヤス りな ど で 閉 り 、 
バリ を 取っ て くだ さい 

@ バ イブ を ジョ イン ト に は め 込 み 
ど ス を め る 了 ( 李 ) ビス が 


する よう な 台 や 足場 ・ は し ご な ど 
は 製作 し な いで くだ さい 。 


舌 め 付け が ゆる 選 守 た り 、 き つ 
周 ぎ た り し な いよ う 注 意 し て 
くだ さい 。 


Ei の 住 居 お よ け 2 は 、 大 良 の た 予告 な く 妥 する こと が あり ます 。 
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市 販 の 単 管 パ イプ を 簡単 に ジョ イン 


(JIS 許 容 男 囲ま 0.25」 


つない で 、 止 め て 
プロ の 出来 索 え 


単 管用 パイ プ ジ ョ イ ント て 何 ? 


| 市 販 さ れ て いる 単 管 バ イブ ( 外 経 48.6mm) を つなぐ 、 


バイ プ と バイ プ を つなぐ 


ジョ イン ト 人 金具 で す 。 アイ デア し だ いで 、 手 すり ・ 租 ・ 粗 ・ 志 
ガー ドレ ー ル ・ フ ェ ン ス ・ 作 業 台 ・ 棚 ・ 車 止め ・ 看 板 ・ 小 屋 ・ 
ビニ ー ル ハウ ス な ど さ ま ざま な も の が 簡単 に 構築 で きま す 。 


角度 を 変え て つなぐ 


レー 


パネ ル な ど を 止め る 


亜鉛 合金 、 表 面 処理 、 電 気 メッ キ (ユニクロ) 
標準 は 、 ユ ナベ 頭 (M5-8Bmm) SUS (304) の 1 本 止め 。 
ビス が バイ ブ に 到 送 し て か ら 約 1 回 転 させ る と 最適 な め 付け に な り ま す 。 


國 つ し b イ つ コ 株式 会 社 as 


誰 で も 美しく 仕上 が る 


アイ デア ・ 組 み 台 わせ 次 第 で 、 さ ま ざ ま な 回 還 縛 緒 Crea 
1 本 0 4 誤 人 人 00 男 主 な 使用 部 材 xcujms を テ ョ TO 
制作 物 が 素人 で も 短 時 間 で ブロ の 出来 栄 え 。 る の 本 本 


画 打 ち 込み 金具 の 使用 方 法 
まず は 制作 物 の アイ デア を 簡単 に スケ ッ チ し 、 サ イズ を 決め 杭 を 打ち 込む 際 は 、 バ イブ の 先端 に 
必要 部 材 の 種類 ・ 個 数 を 書き 出し て か ら 購 入 し まし ょ う 。 【HKZ 1V】 を 取付 、 頭 部 分 に 打 込 


時 の バイ プ 保 護 と し て 、【HKZ 1H】 
を 仮 止め あし て ハン マー 等 で 地面 に 打 


以外 に : 半 が 込ん で くだ さい 。 打 込み が 終わ り ま 
標準 ビス 以外 に も 止め 方 は 有り 、 強 度 を 高め る 事 が 可能 で す した ら 仕 上 げ の ジョ イン ト 部 材 と 付 
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まき ビス 有人 タッ ピッ ク 4 時 mm 
3 と ス 2 ト け 替 えて くだ さい 。 い nwznv 
MKGer HKLax HK HK 1e 
Er 年 主 な 使用 部 守 年 主 な 使用 部 村 
恒 朗 。 還っ @HKE2L ※ る HKF1C x 5 個 


HKGaTx HKB1S x 4 個 


る HKNaYx @HKAIEx 16 個 
HKL3X X @HKC1Wx B 個 
@HKM3Kx る HKZ1Vx5 個 


5 に 陳 HKZ1VX 上 訪 HKB15・HKC 1W と 
手順 頭 バ イブ の 差 込 深 さ と 部 材 の 長 さ を 確認 手順 回 仕上 が り 寸 法 を 決め 、 部 材 の 長 さ 合計 を 引き 、 ャ ーー 5 ATE ら My 
(部 材 に よっ て 深 さも 、 長 さも 違い ます 。 ) 差 込 深 さ 合計 を 足し た サイ ズ で バイ ブ を カッ ト し て くだ さい 。 時 
IHK 旨 gLl の 場合 IHIK F 1 ロ i の 坦 育 両端 HK EE @L】【HK G 2T】 [HK N 3Y】 [HK M 3K】 を 使用 の 場合 NEETIT NN 
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外 仕 上 が りす 法 【A1 
BZ 3 
回 に バイブ カッ ト す 法 = 外 仕上 が りす 法 【A] 一 (57x2) 記 4 一 二 
| gg 半 了 昨 | 看板 付 車 ME め 
上 呈 = 
上 語 語 則 
正 主 な 使用 部 材 支 を に 和夫 は 、 HK K 1B は 必要 あり ませ ん 
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@HKN3Yx 4 個 @ る HKE2L x ら 個 
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